














Eine Geschichte, die die Autorin begleitet











2 　コインは1936年 5 月 4 日に亡命を決意しドイツを去るが、1940年には
シャルロッテ・トゥラロウという名の偽造旅券でドイツに帰国してい
た。Vgl. Häntzschel （2001）, S.71-114.
114
　イルムガルト・コインは、ワイマール共和国時代に出版された













ないことを理由に断られ、1936年 1 月 6 日には帝国著作院への加
入申し込み手続きを行うも受理されず、1936年 4 月11日にコイン
はドイツで秘密裏にアムステルダムの出版社アラート・デ・ラン






3 　2017年 8 月18日付の „Börsenblatt“ 掲載記事 ‚Editionsreihe mit Autorinnen 













































































































































































































































15 Vgl. Delabar （2005）, S. 207.
16 Vgl. Marchlewitz （1999）, S. 138-150.























































19 Rohlf, Sabine （2001）, S. 144.
















































































































































































































いうことになる。この間にコインは年末年始パリ、 2 月から 4 月
ニース、ボルディゲーラ、 4 月から 5 月アムステルダム、 5 月か
ら 7 月アメリカ（ニューヨーク、シュトラウスの住むヴァージニ
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